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§１．研究実施体制  

 
（１）「野下」グループ（国立大学法人九州大学） 

① 研究開発代表者：野下 浩司 （国立大学法人九州大学 大学院理学研究院 生物科学部門・助教） 

② 研究項目 

・数理モデルに基づくフェノタイピング手法の開発 

・３次元形態データの解析 

・農業分野への適用可能性の探索 

・材料分野への適用可能性の探索 

 

§２．研究実施の概要  

「かたち」の数理基盤理論・技術の開発に取り組み，少数データや欠損を含むデータからも合理的な外挿を実

現するモデルベース計測システムとモデル精緻化のエコシステムの実現を目指す．このために，目標１として，

数理モデルに基づく「かたち」の定量化理論・技術の先端計測システムへの実装を行う．さらに，目標２として，

開発・実装した「かたち」の数理科学の諸分野への応用と一般化を進める． 

これらの実現に向け研究開発を実施し植物および人工物の形態の定量化，モデル化について以下のような成

果を得た． 

・ 三次元空間中における二次元的構造（例えば，葉）の輪郭形状を直接的に定量化するための手法開発に

取り組んだ．仮想的に複数の葉をもつ植物個体のデータを生成することで，各葉の輪郭形状を抽出するた

めに必要な多視点画像の枚数や各二次元画像への領域分割とその対応付けの改良による精度向上を検

証した． 

・ ダイズなどの植物個体やジャガイモなどの地下茎を対象に三次元データの蓄積とアノテーションデータの作

成を進めた． 

・ 植物形態の定量化や人工物形態の定量化について共同研究を実施した． 

・ 幾何学的形態測定学，位相的データ解析，理論形態モデルなどの対象となる形態を定量化・モデル化す

るための理論や手法群の解説と植物フェノタイピングへの適用例を総説としてまとめた（Noshita et al. 
2022 Breed. Sci.）．モデルベース計測とデータの蓄積，モデルの継続的改善によるフェノタイピングフレー

ムワークを提案した． 
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